
広島県高等学校体育連盟

中国選手権大会（広島県開催種目）

各 種 申 請 の 手 引 き



１ 各種手続きについて

（１）共催・後援の申請

①広島県教育委員会・広島市教育委員会への申請は県高体連事務局が一括して申請する。

②①以外の団体への共催・後援申請は専門部で行う。

③中国高等学校体育連盟への共催申請は，広島県高等学校体育連盟への申請ともみなす。

申 請 先 申請手続き

広 島 県 教 育 委 員 会 県高体連事務局が一括して行う

中国高等学校体育連盟

広島県高等学校体育連盟
共 催

中国ブロック競技団体

開催県および会場市町村体育協会

会場市町村教育委員会（広島市以外）

各専門部で行う

後 援

会場市町村教育委員会（ 広島市 ） 県高体連事務局が一括して行う

（２）補助金・助成金の申請

①広島県教育委員会補助金（58,000 円）と（財）久保スポーツ振興基金助成金（100,000 円）

については，県高体連事務局が一括して申請する。

②①以外の団体に補助金や助成金を申請する場合は，専門部が事業計画を作成する前に各団

体に連絡を取り，確認し申請手続きを行う。

種 類 申請手続き

広 島 県 教 育 委 員 会 県高体連事務局が一括して行う
補助金

会場地市町村教育委員会

競 技 団 体 等
各専門部で行う

助成金
（財）久保スポーツ振興基金 県高体連事務局が一括して行う

（３）その他の申請

☆広島市関連施設使用料の半額免除

広島市教育委員会が後援する場合，広島市関連施設使用料が半額免除される。

減免申請については，各専門部で行うが，申請には市教委からの後援申請回答のコピーを

添付する必要があるので県高体連事務局でコピーを受け取ること。

（４）役員依嘱

依 嘱 先 申請手続き

広 島 県 教 育 委 員 会

広 島 市 教 育 委 員 会
県高体連事務局が一括して行う

会場市町村及び教育委員会

競 技 団 体
各専門部で行う

☆中国高体連会長・各県高体連会長・各県高体連理事長への委嘱の手続きは，中国高体連理

事会申し合わせにより行わない。



２ 収支予算書及び決算書作成上の留意点

（１） 予算額と決算額に大きな開きがあると，関係教育委員会より指導を受け，補助金の受領が

出来なくなることもあるので，予算編成やその流用等については十分に注意すること。

（２） 収入・支出の各科目において，予算額と決算額に２０％以上の差が生じた場合，決算書の

内訳にその理由を記入すること。

（３） 収入・支出の総額において，予算額と決算額に２０％以上の変更が生じた場合，事業計画

変更承認申請書を提出すること

（４） 収入・支出の内訳は（別紙）を参照し，単価・数量がよくわかるように詳しく記入す

ること。

（５） 領収書・帳簿等は，各専門部が当該補助事業完了の日から起算して５年間保管し，提出等

の請求のあったときにはすみやかに対応すること。

３ 事業実施後の報告について

広島県教育委員会，広島市教育委員会及び(財)久保スポーツ振興基金への事業報告は，

県高体連が一括して行う。

専門部は事業終了後 20日以内に速やかに，次のものを県高体連事務局に提出する。

提出書類

他の団体への事業報告については，必要に応じて専門部が行う。

事業報告書（様式３）

収支決算書（様式４）

領収書のコピー

プログラム

大会成績表



○予算書（決算書）における収支の内訳・留意点について

収入の部

支出の部

科 目 内 訳 留 意 点

広島県教育委員会（58,000 円）
補 助 金

開催地教育委員会

中国高等学校体育連盟（20,000 円）
負 担 金

各県専門部 20,000 円×5 県

繰 入 金 広島県高等学校体育連盟

大会負担金

※１

団体 16,000 円以内

個人 １人 1,700 円以内

・決算も同額になるように参加人数等

を確認し算出する

(財)久保スポーツ振興基金(100,000 円)
助 成 金

競技団体助成金

雑収入 協賛金等※２ ・プログラムは実費譲渡とする。※３

科 目 内 訳 留 意 点

諸 謝 金
(１人当たりの金額)×(人数)×(日数)

医師・看護師・審判別に記入
・表 1・備考を参照

交 通 費
(１人当たりの金額)×(人数)×(日数)

役員・審判・補助員別に記入

・高体連交通費規程による交通費実費以

内とする

・補助員への支給は 1,000 円以内とする

・算出方法等は，【その他】を参照

宿 泊 費
(１人当たりの金額)×(人数)×(日数)

審判・役員別に記入

・宿泊費は 8,500 円（1泊 2 食）以内とす

る

褒 賞 費（単価）×（個数） ・物品別に記入し，単価を必ず明記

消 耗 品 費 看板，事務用品，お茶葉等

印 刷 製 本 費（単価）×（部数） ・物品別に記入し，単価を必ず明記

通 信 運 搬 費 ・通信費は，20,000 円以内

借 損 料 競技会場，競技器具，会議室等借用料

食 糧 費

（単価）×（人数）×（日数）

教職員以外の役員・審判、

医師・看護師・補助員別に記入

・表 1を参照

・弁当代は 840 円（税込み）以内とする

・単価を必ず記入する

（ 別 紙 ）



（表１）

役員・審判

区 分

教員以外

※競技団体役員や審

判員等

校務である（生徒引

率，特業）大会参加

の教員

校務でない（ボラン

ティア）大会参加の

教職員

※他県からの役員等

補 助 員 （ 生 徒 ）

諸 謝 金 ○ × △１ ×

交 通 費 ○ × ○ ○

宿 泊 費 ○ × ○ ×

食 糧 費 ○ × ○ ○

【備 考】

○：専門部で検討し、支給の可否を決定できる。

×：支給できない

△１：受け取った人の収入（課税対象）となるので公務員への支給は、あまり望ましくない。

【その他】

・諸謝金以外は実費支給が原則であるが，予算書作成時の算出方法として，市内 300 円～500

円，県内 1,000 円～6,000 円（新幹線利用[福山－広島間]の場合は 10,000 円）で統一して計

算し，県外は実費計算で算出するとよい。

・補助員交通費については，市内 300 円～500 円，郊外 ～1,000 円とする



中国選手権大会（広島県開催）各種申請の流れ

専門部

広島市

競技団体

（広島市以外）

後催・補助金

申請・報告

後援・大会

一括申請・

【大会後提出】【大会前提出】

申請・報告

広島市の施設を使用する場合

減免申請

後援回答のコピーを受け取り

添付
久保スポーツ振興基金

中国ブロック事務局

役員

報告

共催・補助金・大会役員

一括申請・報告

助成金

一括申請・報告
高体連
広島県事務局
県教委

会場地市町村

教育委員会
事業報告書（様式３）

収支決算書（様式４）

領収書のコピー

プログラム

大会成績
共催申請書（中国高体連）

（広島県高体連）

実施要項

事業計画書（様式１）

収支予算書（様式２）
後催・補助金



＊ 様式１～様式４についてはホームページよりダウンロードできます。

様式－１

事 業 計 画 書

事 業 名

期 間 平成 年 月 日（ ）～ 月 日（ ）

会 場

参 加 者

選 手 名

役 員 名

補助員 名

事 業 内 容

（１）目的

（２）期日

平成 年 月 日（ ）～ 月 日（ ）

（３）詳細は別紙要項

（注） 期間については「大会の準備から残務整理の終了まで」の期間を記入すること。



様式－２

収 支 予 算 書

広島県高等学校体育連盟

○○○○○○○○専門部

部長         ㊞

収 入

科 目 金 額 内 訳

繰 入 金

補 助 金

補 助 金

負 担 金

負 担 金

大会負担金

助 成 金

雑 収 入

計

支 出

科 目 金 額 内 訳

諸 謝 金

旅 費

宿 泊 費

褒 賞 費

消 耗 品 費

印刷製本費

通信運搬費

借 損 料

会 議 費

食 糧 費

計



様式－３

事 業 報 告 書

事 業 名

期 間 平成 年 月 日（ ）～ 月 日（ ）

会 場

参 加 者

選 手 名

役 員 名

補助員 名

結 果

（１）期日

平成 年 月 日（ ）～ 月 日（ ）

（２）成績

（３）実施効果

（注） 期間については「大会の準備から残務整理の終了まで」の期間を記入すること。

（注） 結果については，具体的に記入すること。



様式－４

収 支 決 算 書

広島県高等学校体育連盟

○○○○○○○○専門部

部長         ㊞

収 入

科 目 予 算 額 決 算 額 内 訳

繰 入 金

補 助 金

補 助 金

負 担 金

負 担 金

大会負担金

助 成 金

雑 収 入

計

支 出

科 目 予 算 額 決 算 額 内 訳

諸 謝 金

旅 費

宿 泊 費

褒 賞 費

消 耗 品 費

印刷製本費

通信運搬費

借 損 料

会 議 費

食 糧 費

計

収入 円 － 支出 円＝差引 ０円



記 入 例



様式－１

事 業 計 画 書

事 業 名 第○○回中国高等学校○○選手権大会

期 間
平成 22 年 4 月 5 日（月）～5 月 31 日（月）

（大会の準備から残務整理の終了までを記入すること）

会 場 ○○○スポーツセンター

参 加 者

選 手 ３８０名

役 員 ４０名

補助員 ４０名

事 業 内 容

（１）目的

中国５県より出場権を得た男女チーム・選手が参加して

競技を行い技能の向上と親睦を図る。

（２）期日

平成 22 年 5 月 7 日（金）～9 日（日）

（開会式も含めて記入してください）

（３）詳細は別紙要項



様式－２

収 支 予 算 書

広島県高等学校体育連盟

○○○○○○○○専門部

部長         ㊞

収 入

科 目 金 額 内 訳

繰 入 金 30,000 広島県高等学校体育連盟

補 助 金 58,000 広島県教育委員会

補 助 金 (50,000) (開催市町村教育委員会)

負 担 金 20,000 中国高等学校体育連盟

負 担 金 100,000 中国各県専門部 20,000×5

大会負担金 510,000
団体 10,000×34(340,000)

個人 1,000×170(170,000)

助 成 金 100,000 (財)久保スポーツ振興基金

助 成 金 225,000 広島県○○連盟（協会）

雑 収 入 0 協賛金等

計 1,093,000

支 出

科 目 金 額 内 容

諸 謝 金 136,000
医 師 20,000×1×2（40,000）看護師 8,000×2×2（32,000）

審判員 2,000×16×2 (64,000)

交 通 費 154,000

県外審判 10,000×4(40,000) 県内審判 3,000×12(36,000)

県外役員 6,000×4(24,000) 県内役員 500×20×3(30,000)

補助員 300×40×2(24,000)

宿 泊 費 315,000
審判 7,500×16×2(240,000)

役員 7,500× 5×2(75,000)

褒 賞 費 39,200

トロフィー 3,400×8(27,200)

メダル 1,000×12(12,000)

＊県内開催の中国大会については，優勝メダル必要数調査の際に

申請があれば，県総体と同じメダルを支給できます。

消 耗 品 費 27,000 看板(12,000) 事務用品(15,000)

印刷製本費 270,000 プログラム 600×450

通信運搬費 10,000 郵送料，電話料

借 損 料 53,400 会場使用料

食 糧 費 88,400

会議湯茶代 5,000×2（10,000）

補助員弁当 700×40×2（56,000）

審判・役員 700×16×2（22,400）

計 1,093,000



様式－３

事 業 報 告 書

事 業 名 第○○回中国高等学校○○選手権大会

期 間
平成 22 年 4 月 5 日（月）～5 月 31 日（月）

（大会の準備から残務整理の終了までを記入すること）

会 場 ○○○スポーツセンター

参 加 者

選 手 ３８０名

役 員 ４０名

補助員 ４０名

結 果

（１）期日

平成 22 年 5 月 7 日（金）～9 日（日）

（開会式も含めて記入してください）

（２）成績

枠内に記入または，別紙で添付してください。

添付の場合

（成績は別添）と，記入してください。

（３）実施効果

中国各県高等学校生徒の交流と親睦を図り，○○競技の普及と

技術の向上に寄与することができた。

（注） 期間については「大会の準備から残務整理の終了まで」の期間を記入すること。

（注） 結果については，具体的に記入すること。



様式－４

収 支 決 算 書

広島県高等学校体育連盟

○○○○○○○○専門部

部長         ㊞

収 入

科 目 予 算 額 収 入 額 内 訳

繰 入 金 30,000 30,000 広島県高等学校体育連盟

補 助 金 58,000 58,000 広島県教育委員会

補 助 金 (50,000) (50,000) (開催市町村教育委員会)

負 担 金 20,000 20,000 中国高等学校体育連盟

負 担 金 100,000 100,000 中国各県専門部 20,000×5

大会負担金 510,000 510,000 団体 10,000×34 個人 1,000×170

助 成 金 100,000 100,000 (財)久保スポーツ振興基金

助 成 金 225,000 172,990 広島県○○連盟（協会）

雑 収 入 0 0 協賛金等

計 1,093,000 1,040,990

支 出

科 目 予 算 額 決 算 額 内 訳

諸 謝 金 136,000 136,000
医師 20,000×1×2(40,000)看護師 8,000×2×2(32,000)

審判員 2,000×16×2(64,000)

交 通 費 154,000 152,000

県外審判 10,000×4(40,000)

県内審判 3,000×7+1,000×5(26,000)

県外役員 10,000×2+6,000×2(32,000)

県内役員 500×20×3(30,000)

補助員 300×40×2(24,000)

宿 泊 費 315,000 300,000
審判員 7,500×16×2（240,000）

県外役員 7,500× 4×2（60,000）

褒 賞 費 39,200 40,800
トロフィー 3,600×8(28,800)

メダル 1,000×12(12,000)

消 耗 品 費 27,000 24,000 看板(12,600) 事務用品(9,800) お茶葉など(1,600）

印刷製本費 270,000 240,000 プログラム 600×400

通信運搬費 10,000 7,870
郵送料 120×38（4,560）80×40（3,200）

FAX 110

借 損 料 53,400 53,000 会場使用料

食 糧 費 88,400 87,320

会議湯茶代 5,000

補助員弁当 735×40×2(58,800)

審判・役員弁当 735×16×2(23,520)

計 1,093,000 1,040,990

収 入 1,040,990 円－ 支 出 1,040,990 円 ＝ 差引残高０円




